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造礁サンゴの代表群であるミドリイシ属のサンゴでは、これまでの交配実験、

分子系統学的解析により、雑種を介した網目状進化の可能'性が示唆されてきた。

しかし、種毎のサンプル数が限られる分子系統学的解析では、系列選抜の進ん

でいない種問の遺伝的関係を把握するには不十分である可能性がある。琉球列

島にはAcropomajgjr旅rαと、/Ｍｉｇｊｒ(/ｌ２ｒａに形態がよく似るＡＣ叩orqsp.’が同所

的に生息する。これらの２種は、当初は同種と考えられていたが、配偶子の成

熟時期がｌ～２ケ月異なることと形態的差異により、Ａ､ＳＰＩは′Mjgir族、の隠蔽

種であることが示唆されている（HayashibaraandShimoike,2002)。本研究では、

生殖隔離の存在が示唆されるこれらの２種問で、遺伝的差異が見られるかどう

かを検証するために、マイクロサテライトマーカーによる集団遺伝学的解析を

行った。

Ａａｉｇｊｒ族rαとＡＳＰ.’が同所的に生息している慶良間諸島阿嘉島の砂白におい

て、ＡＣﾉﾉ８ｍ/i2raとAsp.ｌそれぞれ約40群体のサンゴ片を採取し、エタノール

を含むエッペンチューブに保存して研究室に持ち帰った。サンゴ片からＤＭを

抽出し、／Mi8jr旅rzJとAsp」の両種で未I｣用可能と半||明した６種類のマイクロサ

テライトマーカーを用いてＰＣＲを行い、キャピラリーシーケンサーでマイクロ

サテライト領域の遺伝子型を検出し、遺伝子型を元にコンピュータープログラ

ムであるSTRUCTURE（Ver2.2,Pritchardeta1.,2000）で、種間で遺伝的集団構

造の比較を試みた。その結果、２種間で明らかな遺伝的分化が見られた。またこ

れら２種は種レベルで分化しているものの、マイクロサテライト領域の相同性

が極めて高いことから、遺伝的には非常に近いと考えられる。

今後は、Ａａｊｇｉ７(/trQの近縁種であるん'"iﾉﾉeporaにおいて公開されているＥＳＴ

データベースから、サンゴの配偶子の成熟速度に関わると予測されるタンパク

質をコードする遺伝子を選定し、Ａｄｊｇｊｒ(/ＭＪとＡＳＰ１種間で比較することで、

配偶子の成熟時期に差を生じさせる分子基盤を明らかにしたい。


